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令和６年５月 28 日発行 

５月を振り返り 
               校長 木之下 悦朗 

１学期が始まり、２ヶ月が経とうとしています。始業式、
入学式から始まって４月末・５月初めのＧＷと、慌ただし
く日々が過ぎてゆきました。この２ヶ月を振り返ったとき
に、なんといっても、心に残ったのは今年初めて、生徒全
員で行った修学旅行だと思います。行く先々で、甑島には
ない風景に衝撃を覚えたのではないでしょうか。  

１日目は、一気に長崎に移動する途中、サントリーの工
場でエコ・環境学習をしました。  

２日目は、今回の修学旅行で、一番大事な学習の目的で
ある長崎で、平和の大切さを学習しました。現在でも世界
各地で戦争が絶えない状況がありますが、国家やその国の
指導者の考えで戦争を始めて、それに関係のない普通の人
々が毎日、いつ命が絶たれるかもしれないといった状況に
あります。今から約 80 年前に日本は、その悲惨さを経験し
て平和の大切さを身をもって学習しました。ウクライナや
ガザの戦争のシーンを見ると悲しくなりますが、ここ、長
崎を訪れることにより更に、平和への思いを新たにしたの
ではないでしょうか。  

また、江戸時代唯一の貿易の窓口である出島やその周辺
にある洋館を訪れて、幕末～明治維新に活躍した志士たち
に思いをはせたりしました。  

そして、ハウステンボスでは、オランダの雰囲気を味わ
いながら食事をしたり、園内にあるホテルロッテルダムハ
ウステンボスに宿泊し、イルミネーションに感動しました。 

福岡では、九州国立博物館、太宰府天満宮、福岡市防災
センター、福岡市科学館、Markis 福岡ももちを散策のあと、
よしもと新喜劇を観劇、３泊目のキャナルシティ博多ワシ
ントンホテルに行く際は、地下鉄に全員で乗ったりと、良
い経験をしました。  

４日目は、日本三大名城の熊本城に行きました。加藤清
正が 1601 年から７年がかりで造った城です。西南戦争では
西郷軍が陥落させることができず、敗戦のきっかけになっ
た城です。現在は、2016 年の熊本地震で大きな被害にあい
復旧・復元の途中でした。熊本県民にとっては、県民の心
のよりどころでもあり、復興のシンボルということでした。
ここでは、安土・桃山時代から明治初めの熊本の歴史を学
び、同時に熊本地震の怖さも味わいました。  

「かわいい子には旅をさせよ」ということわざがありま
すが、まさにその通りだと思いました。この行事は生まれ
て今日まで学んだこと（マナー、集団行動、教科等）が出
せた旅行でした。  

このあと、最短で３年生は 10 か月後に、島立ちがやって
きます。今回学んだことは、家族以外の海星中の生徒・先
生方と一緒に旅をしたこととして思い出に残るでしょう。
たくさん学び、たくさん楽しんだ修学旅行になりました。  

保護者の皆様、おかげさまで修学旅行を最高に素晴らし
い状態で終えることができました。行事を積み重ねるごと
により、さらに、生徒たちは成長していきます。私ども職
員もその姿を楽しみに頑張って参りますので、今後とも、
さらなる御理解と御協力をお願いします。  

４月 23 日（火）に長浜駐在
所の龍元さんをお招きし、交通
安全教室を開催しました。自転
車乗用中の交通事故状況や危
険運転等を中心に、DVD 視聴等
を通して指導していただきました。生徒は実際にあった事
故の状況等について考え、改めて交通安全について考える
大切な時間となりました。  

本校では、自転車所持率は低いですが、昨年度の調査時
点では、ヘルメット所持・着用に関しては 100％、自転車
保険加入率が 60％でした。 

交通安全教室で学んだことや知ったことなど、御家庭で
も話題にしていただき、家庭内での交通に対する意識の向
上にも御協力よろしくお願いいたします。 

いつ危険な場面に遭遇するかわかりません。登下校時は
もちろん、日頃から安全に対する意識を高め、安心・安全
に過ごしましょう！ 

 
 
 

４月 30 日（火）にスクールカウンセラーの松尾治子先生
が来校され、全校生徒対象に「しんどい時に、心と体を守
る方法～自分だけでなく、お友だちのためにも知っておこ
う」と題し「SOS の出し方に関する教育」の授業をしてい
ただきました。まず、現在の心の元気にについて、チェッ
クリストを使い、自分の内面について考えました。その後、
感情のペットボトルを使い、自分の感情をお友だちに渡す
（しんどい気持ちや思いを伝える）ことで、気持ちが軽く
なるという演習をしました。 

日頃、深く考えることのない自分の感情について、生徒
は、それぞれの状況に合わせて真剣に考えることができま
した。最後には、『心がしんどい時には、自分一人で抱え
込まず、信頼できる家族・友だち、大人に相談してほしい。』
とメッセージもいただきました。 
 今回の授業で、感じたことや考えたことを大切に、お互
いがお互いを支え合えるチーム海星中となることを願って
います。 

 
 
 
 
 
 
 

 

５月８日（水）に、火災を
想定した避難訓練を下甑
分駐所の方々を招いて実
施しました。緊急放送の指
示で迅速に避難し、真剣な
態度で訓練に臨むことができました。また、消火器の使い
方・有効な消火の方法等を教えていただき、水消火器を使
い、初期消火の訓練を行いました。  

下甑分駐所の齋藤所長からは、避難訓練をする意義や日
頃からの準備の大切さについての講評がありました。また、
最後には、「被災者ではなく、未災者でいてほしい。」と
のメッセージをいただき、充実した避難訓練となりました。 

火災や自然災害など、日頃からの備えが重要です。御家
庭でも火災や防災について家族で話題にしていただき、い
ざという時に備えておいてください。 

５月 10日（金）
に本校の特色で
ある、『芋作り
活動』が今年度
も 始 ま り ま し
た。今年度も苗・マルチは吉永酒造さんに提供していただ
きました。 

担当の場所に分かれ、鍬やスコップを使い、全員で協力
しながら畝を作り、マルチ張り・苗植えまで行いました。
慣れない作業に悪戦苦闘しながら、全部で９列の海星中芋
畑を完成することができました。 

日頃、経験できない体験から達成感を味わうことができ、
良い取組となりました。これから全生徒で管理しながら、
昨年度より、収穫量を増やすことを目標に 10 月の収穫の時
期を楽しみに待ちたいと思います。保護者の方々・地域の
方々も、お近くをお通りの際は、芋の成長を御覧ください。 

 

昨年度の生徒・保護
者の学校評価で課題と

なっていた「読書」について、「居場所・絆コー
ナー」と題し、本の紹介等を掲載します。ぜひ、
御家庭での読書のきっかけになれば幸いです。  

今月号は、竹下教諭のおすすめ本「猫のお告げ
は樹の下で」です。７つの短編で書かれているの
で、読みやすい本です。どのお話もほっこりした
気分になれます。ぜひ読んでみてください。  

松尾先生は、今

年度６回来校さ

れる予定です。気

軽に相談してく

ださい。  

 保護者の方々

も大歓迎です！  

3 月 薩摩川内いじめのない学校づくりの日

4 火 地区総体（男女バレーボール）

5 水 地区総体（男女バレーボール・剣道）

8 土 下甑地域PTA親睦球技大会（午後）

9 日 耳鼻科・眼科検診（午後：長浜小）

11 火 海洋体験（１・２年生）手打漁港

14 金 家庭学習・生活リズムチェ ック週間～20日　期末テスト前部活動停止期間～20日

19 水 期末テスト～21日

27 木 中期交流学習（１年生）

6

月 主な行事予定（変更の可能性があります）曜日


